






































がつくる田方地区教育研究会が編集発行している。創刊は昭和 26 年 2 月。各号 1 ～
6 年の 6 冊で構成され、当初は年間 3 号を発行していたが、現在は年間 2 号を発行し
－ 4 －
戦後における小学生の意見文の変化の様相





















　まず、昭和 30 年代から平成 16 年までの 6 年生の意見文 163 本について、10 年単
位での全ての文の中でのコメント文の占める割合を求めた。163 本の意見文の年代ご
との内訳は、昭和 30 年代 11 本、昭和 40 年代 4 本、昭和 50 年代 5 本、昭和 60 ～平
成 6 年 46 本、平成 7 ～ 16 年 97 本である。それぞれの意見文を構成する文の数の合
計を見ても、昭和 30 年代は 251 文、昭和 40 年代は 63 文、昭和 50 年代は 68 文、昭







S30 年代 S40 年代 S50 年代 S30 ～ 50 年代 S60 ～ H6 年 H7 ～ 16 年
コメント文の占め
る割合 55％ 59％ 63％ 57％ 45％ 51％
－ 5 －
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　表 1 を見ると、昭和 30 ～ 50 年代（以降「昭和期」とする）の方が昭和 60
年代以降（実際は、昭和 60 年、61 年には意見文は掲載されていない。昭和
62、63 年も含めて以降「平成期」とする）よりもコメント文を含む割合が高い
ことが分かる。『ささぶね』に収められている意見文の平均の文の数は 20.3 文
であり、昭和期の意見文は、1 文章中にコメント文が 11 文から 12 文あること
になり、平成期の意見文は、は、9 文から 10 文ということになる。
　コメント文でない文、非コメント文はそのほとんどが実際に起きたことや会
話、事実と考えられる知識を記したものであり、平成期の意見文では、その非
コメント文が占める割合が大きくなっている。表 1 では、昭和 60 ～平成 6 年





































元年から 14 年までの 14 年間で 12 本しかなかったコメント文が 7割以上を占める意














































文章中の位置 S30 年代 S40 年代 S50 年代 S30 ～ 50 年代 S60 ～ H6 年 H7 ～ 16 年
1/4 20％ 15％ 8％ 17％ 14％ 15％
2/4 21％ 20％ 22％ 21％ 19％ 19％
3/4 25％ 28％ 30％ 27％ 24％ 25％





































































































が含まれているかを 10 年単位で求めた。次に、それぞれの意見文を 4 等分し、その
後半 1 ／ 2 と終わりの 1 ／ 4 に存在するコメント文のうちの「と思う」述語文の割合
を求めた。その結果をまとめたものが、表 3 である。
表3：10年単位での、1文章当たりの「と思う」文の文数と、文章後半での出現の割合





1 文章中の「と思う」文数 3.2 4.3 5.0 3.9 3.2 3.2
後半の「と思う」率 81％ 65％ 68％ 73％ 75％ 70％
終わり 1/4 の「と思う」率 51％ 29％ 42％ 43％ 56％ 49％
　「と思う」述語文の 1文章中の文数については、昭和期に比べて平成期の意見文の
方が少ない傾向にあると言える。特に、昭和 40 ～ 50 年代と比べるとその差はかなり
大きい。一方、一つの意見文の中での「と思う」述語文の散らばりは、それほど顕著























































































































































































The Aspect of Changes in Opinion Essays of Elementary 
School Students after the WWII
Kenichi ISHIMARU
Abstract
In this research I attempted to observe the specific quality changes on how formalities and 
contents balance each other in actual students’ opinion writings in view of the fact that various 
types of efforts to teach opinion-essays in elementary schools were made at different periods 
in the past. By classifying each sentence in the students’ opinionessays into two categories of 
“commenting sentences” and “non-commenting sentences,” I analyzed them focusing on the 
three changes listed below:
1. Changes in “commenting sentences” ratio.
2. Changes in the locations of segment in an essay in which “commenting sentences” are 
placed.
3. Changes in usage of “I think…” sentences.
As a result, the following three findings were observed:
1. The opinion writings in Heisei period have less number of “commenting sentences” than 
in Showa period in regard to the changes in “commenting sentences” ratio in the whole 
essay.
2. By analyzing the changes in “commenting sentences” locations in the whole opinion 
essays, they appeared more often in the segments of the first half of the writings inShowa 
period; on the other hand, they tended to be located towards the end in Heisei period 
opinion-essays.
3. When I compared the ways of making comments for the view of how “I think…” 
sentences are used, there were tendencies to show opinions more euphemistically in 
Heisei period. Regarding how conclusions were expressed, in Showa period, there were 
more comments urging the society and others to change, while in Heisei period, there 
were more comments expecting themselves to change.
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